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数独と触れ合う 

１． はじめに 

 ４×４の数独の解が一つになる最初の条件を考えてみました。ルールは一般的な数独(ナ

ンプレ)と同じで同ブロック内に同じ数字があったり、縦横一列に同じ数学が入ってはいけ

ません。どういった条件で解が一つに定まるかを探しました。 

 

２． 研究方法 

まず最初にある数字が３つ以下ならばできないということをすべての場合について調べ

ました。その後、数字が４つの場合について調べ、解が１つになる場合と複数出る場合が

あることを発見し、自分たちで用語をつくり、１つになる条件を導き出しました。 
用語を２つ作り、１つめは二つの数字が一直線上に並ぶのを１K とし

ます。３つや４つ並んでいる場合は K とは表しません。２つめは２×２

マスに、１つでも数字が入っていたらそれを１B とします。なので最低

で１B、最高でも 4B となります。その二つを使い、xByK という風に表

していきました。 
 
以上を踏まえて、数独の解を一つの解に定める条件を導いていきました。 
まず最初に問題として与えられた数字が図１のように一つのとき、こ

れ以上確定する数字がないので解が一つになりません。同様に、与えら

れた数字が二つのときも、解が一つに定まりません。三つの場合は途中

までは埋められますが、多くの実験ですべてのパターンを調べた結果、

解が定まりませんでした。 
以上の結果より、問題として与えられた数字が４つ以上でないと解が一つにならないこ

とがわかりました。まず、与えられた数字が４つで、その数字が１，２，３，４のように

すべて異なる場合を調べました。 
  
数字が縦、横、ななめの一直線上に並んでいる場合(例と

して図２)、確実にこれ以上進むことができないので不可と

します。３つが一直線上に並ぶ場合（図３）、この場合は縦

と横だけとします。この場合一つは埋められるが、それ以

上進めないので不可です。 
 ４K の場合(図４)。この場合も一つも埋めることができないので不

可です。 



 １または、２Ｂの場合は（図５，６）。この場合も一つ

も埋めることができないので不可です。 

１Ｋの時は、上記以外ならば解が一つに定まる。 
つまり、１Ｂ１Ｋ、２Ｂ１Ｋ（図９）は定まらず、３

Ｂ１Ｋ（図７）、４Ｂ１Ｋ（図８）は定まります。 
３Ｂの時は、途中まで埋めることはできますが解は

定まらず複数解となるので不可です（図１０）。ただし今までの条件

に当てはまっている３Ｂ１Ｋはできます（図１１）。 
４Ｂ２Ｋにおいては、基本的にはすべてできますが、４つの数字

をＬ字型に配置したときのみ問題として成りたたなくなります。 

例えば図１２でいうと無理矢理進めることはできますが緑で囲まれた４

が被ってしまっています。これは数独の定義の縦横一列に同じ数字が入っ

てはいけないに反するので成り立たないです。 
 最後の条件として、上記に書いてあるもの以外の４B はできます。 
  
３． まとめ 

 今までの条件をまとめると、 
① ３つ以上一直線上（縦・横）に並ばない。（ななめは４つの場

合のみ無理である。） 
② ４K ではない。  ③２B 以下に数字をしない。 
③ １K はできる。  ⑤３B にしない。 
⑥４Ｂ２ＫにおいてＬ字型に３つの数字をしない。 
⑦４B はできる。         このようになります。 

 この条件は、数字が小さいものほど強くなります。たとえば、④で１K はで

きるとあります。⑤では３B にしないとあります。図１３のような３B１K の

場合、⑤だけみると３B なのでできませんが、それよりも数字の小さい④の条

件があるので、この場合は解を定めることができます。 
おまけ： 最初に与えられた数字が、１、１、２、３のような、４つの数字のうち２つ

が同じ数字のとき 
① ２Ｂ、３Ｂの時はできない 
② １～４Ｋのとき、同じ数字のものが対角の箱にあればできる 
③ ０Ｋのときに、同じ数字が対角の箱になければ、できる（対角にあるときは、問題とし

て不適である） 
 

 


